
  

 

公表：2025 年 1 月 31日                      事業所名 児童発達支援 かばくんのいえ             

 

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 

課題や改善すべき点を踏まえ

た 

改善内容又は改善目標 

環
境
・
体
制
整
備 

① 
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で

適切である 
７  

・二つの部屋を有

効に使えるようにし

ている。 

・こどもが遊びを選

びやすいように、コ

ーナー分かれてい

る。 

・したい遊びに集中できるよ

う、パーテーションを購入する

予定。 

② 職員の配置数は適切である  ７  

・ほぼ 1対 1対応

で、丁寧に療育が

行われるようになっ

ている。 

 

・１対１の関係から、周りに

いる職員とも関われるように

していくことも大切。一人の

職員が一人のこどもをずっと

見るだけでなくいろいろな職

員多方面から客観的にこど

もを見られるようにしていく。 

③ 

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された

環境になっている。また、障害の特性に応じ、事

業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等

への配慮が適切になされている 

７  

・おもちゃの量が多

すぎる傾向がある

ので、その日のこど

もの状況により減

らしている。 

・こどもの状況や状態などを

しっかり把握し、その子にとっ

て適切なおもちゃの量にす

る。 

 

④ 

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境に

なっている。また、子ども達の活動に合わせた空

間となっている 

７  

・こどもにとって選び

やすい環境になっ

ている。その子に合

わせて整えられや

すいように配慮をし

ている。 

・午前グループ。午

後グループの療育

が始まる前におも

ちゃやトイレなどを

必ず消毒してい

る。 

・倉庫などの整理

整頓が疎かになり

がちなので、手が

空いている職員が

している。 

・だれが見てもわかるように、

常に職員一人一人が使った

ものを元の位置に戻すように

心がけることが必要。 

・療育に使ったものは出した

ものが基本片付ける。 

・療育現場に、あまり多くの

ものが置かれていると、こども

が混乱する場合があるの

で、出来るだけ余分なもの

は省き、いつものところに同じ

ものが適量置くなど、わかり

やすく、選びやすく、取りやす

い環境に常に配慮する必要

がある。 

事業所における自己評価結果（公表）



業
務
改
善 

⑤ 
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標

設定と振り返り）に、広く職員が参画している 
７   

・療育の終了後、主任を中

心に毎回その日の振り返り

を実施するようになってきた。

どんなに忙しくても、自分たち

で時間を見つけ積極的に業

務改善につながる時間を設

けて実施してもらいたい。 

⑥ 

保護者等向け評価表により、保護者等に対し

て事業所の評価を実施するとともに、保護者等

の意向等を把握し、業務改善につなげている 

７   

・保護者評価などを受けるこ

とにより、十分に伝えられて

いなかったことなどが分かり、

表記するようにしたり、出来

ていなかったところは真摯に

反省をし、来年度に実施で

きるように計画をしている。 

⑦ 

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価

表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行

うとともに、その結果による支援の質の評価及び

改善の内容を、事業所の会報やホームページ

等で公開している 

７  ・実施している。 

 

 

・今後も実施していく。 

⑧ 
第三者による外部評価を行い、評価結果を業

務改善につなげている 
 ７ 

・現在実施してい

ない。 

・職場内の状況などを見て、

実施するかしないかを考え

る。 

⑨ 
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を

確保している 
７  

・年５回講師招

聘職場内研修を

実施している。 

・外部の研修にも

積極艇に参加して

いる。20 回以上

参加している。 

・引き続き職員の資質向上

に向け年５回は講師招聘

の研修会を実施する。 

継続は研修！ 

実のある研修の実施！ 

やる気が出る研修の実施！ 

実践報告などをし講師に講

評を受ける研修の実施！ 

適
切
な
支
援
の
提
供 

⑩ 

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニ

ーズや課題を客観的に分析した上で、児童発

達支援計画を作成している 

７  

・児童発達支援

計画を作成する中

間時点で、こどもの

状況調べなどを実

施している。 

・3 カ月に 1 回ぐらいこどもの

現状把握をこども状況調べ

（かばくんのいえオリジナル

表）にのっとり実施する。 

⑪ 
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化

されたアセスメントツールを使用している 
７  

・こども状況調べを

使ってしている。 

・今後も使用する。内容は

より分かりやすくするために相

談をしながら変更をすること

もある。 

⑫ 

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイド

ラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の

「発達支援（本人支援及び移行支援）」、

「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容か

ら子どもの支援に必要な項目が適切に選択さ

７  

・丁寧な支援内容

になるように努力

はしている。 

・更に、こどもの発達に見合

った支援内容になるように、

又、保護者にとってわかりよ

い支援内容になるよう工夫

をしていく。 



れ、その上で、具体的な支援内容が設定されて

いる 

⑬ 
児童発達支援計画に沿った支援が行われてい

る 
７   

・常に個別支援計画書を確

認しながら、その子に合った

療育が出来るようにしていき

たい。 

⑭ 活動プログラムの立案をチームで行っている ７  
・職員全員で行っ

ている。 

 

⑮ 活動プログラムが固定化しないよう工夫している ７  

・ 月案討議な ど

で、話し合い検討

をしている。 

・なかなか新しいこ

とは出来ないが、こ

どもの成長に合わ

せた支援が出来る

ように取り組んでい

る。 

・月案討議⇒こどもが求める

プログラムになるよう職員全

員で話し合い、アイデアを出

し合っていく。 

・新しいことをするのがよいの

ではなく、こども一人一人の

状況を出来るだけ正確に把

握し、その子が今、興味や

関心のある事に即した計画

を立て、実行していく。 

⑯ 

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を

適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成

している 

７  ・作成している。 

・集団活動をする場合は、こ

どもの思いを第一に考える。

その子がかばくんでしたい事

を十分に楽しめることを第一

に考えながら、徐々にお友だ

ちと関わって遊べるように計

画をしている。 

⑰ 

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、そ

の日行われる支援の内容や役割分担について

確認している 

７  
・確認など十分で

ない。 

・それぞれの役割分担の確

認などは主任を中心に行

う。 

・二人主任がいるので、前

日に話し合い出来ることは

話し合い、必要により施設

長に相談して決め、午前、

午後の打ち合わせがスムー

ズに出来るようにしておく。決

められた時間内にどれだけ充

実した話し合いができるか、

事前に考えて参加する工夫

をすること。（職員一人ひと

りが、考えて臨む） 

⑱ 

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、そ

の日行われた支援の振り返りを行い､気付いた

点等を共有している 

７  

・打合せや振り返

りの時間が足りな

い。 

・振り返りの時間を決めて、

皆で話し合い共有する時間

を意図的に設ける。限られ

た時間なので、まとめて報告

する力を身に着けてほしい。 



・時間がないという理由でな

く、どうしたら出来るのかを考

えるようになってもらいたい。 

⑲ 
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支

援の検証・改善につなげている 
７  

・毎日終了後全

児の療育記録を

点検し、必要なと

ころにはコメントを

記入している。 

・コメントを読み、どう思った

かを児童発達支援管理責

任者に伝えてもらいたい。 

⑳ 
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計

画の見直しの必要性を判断している 
７  ・実施している。 

・児童発達管理責任者兼

施設長兼事務の仕事もして

いるので、もう少し余裕をも

って見直しができるようにした

い。 

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携
関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携 

㉑ 

障害児相談支援事業所のサービス担当者会

議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい

者が参画している 

７   

・今後も児童発達支援管

理責任者が出席する。 

㉒ 
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や

関係機関と連携した支援を行っている 
７  

・必要により実施し

ている。 

・今後も必要により実施して

いく。 

㉓ 

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害

のある子ども等を支援している場合） 

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等

の関係機関と連携した支援を行っている 

   

・現在医療的ケアが必要な

こどもさんはいない。 

㉔ 

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害

のある子ども等を支援している場合） 

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制

を整えている 

   

 

㉕ 

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚

園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支

援内容等の情報共有と相互理解を図っている 

７  
・必要により実施し

ている。 

・今後も必要により実施して

いく。 

㉖ 

移行支援として、小学校や特別支援学校（小

学部）との間で、支援内容等の情報共有と相

互理解を図っている 

７  
・必要により図って

いる。 

・今後もこども達が少しでも

安心して学校に通えるよう

に、必要により実施していく。 

㉗ 

他の児童発達支援センターや児童発達支援事

業所、発達障害者支援センター等の専門機関

と連携し、助言や研修を受けている 

７  

・研修などには積

極的に参加してい

る。 

・今後も必要と思われる研

修などに積極的に参加す

る。 

㉘ 
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、

障害のない子どもと活動する機会がある 
 ７ 

・醍醐・山科の保

育園の合同観劇

には参加した。 

※殆どのこどもさん

は保育園やこども

園、幼稚園に通い

ながらかばくんに見

えているのであまり

必要と思わない。 

・こども達が参加できる醍醐

地域での催し物に、中山保

育園に連絡を取りながら、

出来るだけ参加をする。 

・来年度も観劇に参加する

予定。 



㉙ 
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ど

も・子育て会議等へ積極的に参加している 
４ ３ 

・参加できるときは

参加をしている。 

・出来るだけ参加をする。 

㉚ 

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子

どもの発達の状況や課題について共通理解を

持っている 

７  

・療育後、担当職

員がこどもの状況

や課題について話

し合い、共通理解

に努めていると思

われる。 

・保護者の方が安心して子

育てが出来るようにして、無

理なく積極的にかかわってい

く。 

㉛ 

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護

者に対して家族支援プログラム（ペアレント･ト

レーニング等）の支援を行っている 

６ １ 

・必要に応じて実

施している。 

 

・来年度は友久先生に入っ

てもらい、保護者の子育て

向上に向けて、実施する予

定。 

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等 

㉜ 
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明

を行っている 
７  

・必要なカ所は出

来るだけ丁寧に説

明をしていると思

う。 

 

㉝ 

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の

提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、こ

れに基づき作成された「児童発達支援計画」を

示しながら支援内容の説明を行い、保護者から

児童発達支援計画の同意を得ている 

７  

・出来るだけ時間

をかけて丁寧に実

施するようにしてき

た。 

・かばくんに直接来れない保

護者に対しては、十分な説

明ができていなくて、どうする

かが来年度の課題となる。 

㉞ 

定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対

する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を

行っている 

７  

・随時実施してい

る。 

・必要により小児

精神科医師の友

久先生に相談でき

るようにしている。 

・来年度も友久先生が来て

くださるので、保護者の方の

相談を受けてもらう。 

・定期的でなくても随時相

談は受け入れていく。 

㉟ 

父母の会の活動を支援したり、保護者会等を

開催する等により、保護者同士の連携を支援し

ている 

２ ５ 

・父母の会が現在

ありません。 

・保護者間の交流

につながるようにお

迎え時やちょっとし

たきっかけを通して

声掛けなどをし、

保護者同士のつ

ながりが出来るよう

にしています。 

・お仕事をされながら、週１

回療育に見えている保護者

の方が殆どです。 

以前、保護者交流を実施

していましたが、参加者は非

常に少なく、決まった方でし

た。しかし、保護者同士の

交流は、保護者にとって大

切な事なので、来年度から

再開していく。 

・お迎え時などを利用して、

事務所に保護者の方を迎

え、気楽に保護者同士が話

せるようにしていく。 

㊱ 

子どもや保護者からの相談や申入れについて、

対応の体制を整備するとともに、子どもや保護

者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速

７  
・随時実施してい

る。 

 

・今後も気軽に相談できる

体制を作っていく。 



かつ適切に対応している 

㊲ 

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事

予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に

対して発信している 

７  

・毎月“かばくんだ

より”を発行し、活

動内容や行事予

定等々を記載し

発行している。 

・必要により臨時

のお知らせなども発

行している。 

・保護者に読みやすい内

容、読んでもらえる内容なる

ように工夫をする。 

㊳ 個人情報の取扱いに十分注意している ７   
・十分気を付けていきたい。 

 ※職員全員周知 

㊴ 
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情

報伝達のための配慮をしている 
７  

・外国籍の保護者

の方には、英文の

便りを発行したり、

会話にはポケトー

クを利用している。 

・少しでも職員が英語で会

話が出来るようになれば保

護者ともっと意思疎通が出

来るよ う に なれ る と思 う

が・・。ポケトークヤ携帯の通

訳，パソコンの翻訳文で意

思疎通を図っていく。 

㊵ 
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に

開かれた事業運営を図っている 
７  

・地域の方がこども

達にいい音楽を

と、毎月 1 回“ピア

ノ・コカリナコンサー

ト”を開いていただ

いている。 

・今後も継続していく。 

非
常
時
等
の
対
応 

㊶ 

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に

周知するとともに、発生を想定した訓練を実施

している 

７  

・職員には伝えて

いる。保護者には

緊急対応以外十

分でない。 

・要約して保護者に伝えるよ

うにする。 

㊷ 
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出

その他必要な訓練を行っている 
７  

・職員と具体的に

相談し、実施して

いる。 

・訓練通りにいかないことを

想定し、計画を実施する必

要がある。 

㊸ 

事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこ

どもの状況を確認している 

 

７  

・毎回、療育の前

などに職員間で確

認を行っている。 

 

㊹ 
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指

示書に基づく対応がされている 
７  

・医師の指示書に

もとづき保護者に

毎年確認をしてい

る。 

・これからも、療育が始まる

前に、アレルギーにかかわら

ず配慮が必要なこどもについ

て職員皆で確認をして行く。 

㊺ 
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有

している 
６ １ 

・ヒヤリハット事例

は必ず施設長が

確認をしている。 

・全職員まで共有できていな

いことが多いので、今後、療

育前の打ち合わせの時や療

育後の振り返りの時、全体

職員会議等で報告し共有

するようにする。又、何故ヒ



ヤリハットを作成する必要が

なぜあるかを職員に周知す

る。 

事故防止のため⇒療育の

点検をする⇒その子に合っ

た療育に繋がる。 

㊻ 
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保

する等、適切な対応をしている 
７  

・年 1回は講師招

聘の虐待研修を

実施。 

・虐待に関する外

部の研修に積極

的に参加し、職員

会議などで共有し

ている。 

・職員一人一人が日々の

行動を振り返り、適切な療

育が行われるようにする。 

気になる発言や行動と感じ

た時は気軽に意見が出しあ

える職員関係の構築に努め

る。 

・悩んだ時は、気軽に相談

できる職場環境に努める。 

㊼ 

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかに

ついて、組織的に決定し、子どもや保護者に事

前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達

支援計画に記載している 

７  

・拘束はしない、こ

どもが好きな事やし

たい遊びが出来る

ように取り組んでい

る。 

・虐待はいつでもだれでも起

こりえるので、常に職員間で

気が付いたことが気軽に話

せる人間関係が構築できる

ように心がけていく。 

※謙虚でありたい。 

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。 

 


